
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

健
診
は
、
病
気
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
り
、

身
体
の
異
常
や
病
気
を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る

た
め
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
放
っ

て
お
く
と
将
来
発
症
す
る
可
能
性
の
高
い
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
」
も
重
要
な
健
診
の
目
的

で
す
（
図
１
）。 

生
活
習
慣
病
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
健
康
管
理
の
第
一
歩
で
す
。 
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肥満 
血圧高値 
脂質異常 
血糖高値 

肥満症 
高血圧症 
脂質異常症 
糖尿病 

心疾患（心筋梗塞・狭心症） 
脳血管疾患（脳出血・脳梗塞） 
糖尿病による人工透析 
網膜症による失明 

寝たきり 
認知症 
死亡 

健康づくりに関する普及・啓発(保健センター新聞など) 

健診 

生活習慣（食事・運動・禁煙等）の改善 

医療機関への受診・治療の継続 
適切な治療と生活習慣（食事・運動・禁煙等）の改善 

不適切な食生活 
運動不足 
ストレス過剰 
睡眠不足 
飲酒 
喫煙    など 

不適切な生活習慣 予備群 重症化・合併症 生活機能の低下等 生活習慣病発症 図 1 

脳＝脳梗塞

心臓＝心筋梗塞

心臓（350g）

脳(1,200~1,400g)

心臓から出た血液の15％

血
圧
の
低
下

細動脈

糸球体

髪の毛1/10程
の細い血管

弓状動脈 3～5㎜
（内圧 90㎜Hg）

腎臓（250g）

腎臓＝人工透析

B

C

Ａ

細動脈

太い血管から急に細い血管Ａ

直角に分岐する構造B

細動脈で血圧を

50mmHgに調節する
C

糖尿病があり、

さらに血圧が高いと

細動脈はどうなるでしょう？

脳の血管は、直角に曲がっていたり、太い血管から急に細い血管になるため、

血圧が高いと脳の細動脈が傷みやすい構造になってます。

全身血液量（ ）ℓ ＝

体重（ ）㎏×0.08

構造が似ている

腎臓の血管の特性

心臓から出た血液の20％

1,500 ℓ/日

原尿150ℓ/日

(風呂おけ1杯分）

↓

尿1.5ℓ/日

厚生労働行政推進調査事業補助金(腎疾患政策研究事業）

「腎疾患対策検討会報告書に基づく対策の進捗管理及び新たな対策の提言に資するエビデンスの構築」(研究代表者 柏原直樹）

厚生労働科学研究費補助金(腎疾患政策研究事業）

「慢性腎臓病（CKD)に対する全国での普及啓発の推進、地域における診療連携体制構築を介した医療への貢献」(研究代表者 伊藤 孝史）

ここを

拡大すると

図３ 

年 H25 H26 H27 H28 H29 

年齢 62 63 64 65 心
筋
梗
塞
発
症 

体重 69.1 67.7 69.6 70.3 

ＢＭＩ 24.3 23.5 24.2 24.3 

腹囲 84.0 87.5 85.0 86.0 

LDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 152 149 176 164 

中性脂肪 88 129 141 224 

HDL ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 44 37 41 38 

血圧 111/65 103/75 110/66 130/80 

血糖 92 85 85 85 

HbA1c 5.7 5.8 6.2 6.4 

eGFR 80.1 87.3 83 76.8 

尿酸 - 3.6 3.9 3.9 

心電図 
異常 Q 波、洞
性徐脈 

洞徐脈 
Ⅱ、ⅢaVFQ 波 

要観察 
軽度 ST-T 異常（疑） 

要精検 
異常 Q 波 
軽度 ST-T 異常 

 男
性 

喫
煙
あ
り 

治
療
な
し 

66
歳
（
平
成
29
年
）
に
心
筋
梗
塞
発
症 

 

受
診
勧
奨
値
は
赤
色
、
保
健
指
導
判
定
値
は
黄

色
で
表
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
28
年
の
結
果
で
は
、
腹
囲
、
中
性
脂

肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
圧
、
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
が
基
準
値
を
外
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
も
該
当
し
て
い
ま

す
。 ま

た
、
経
年
変
化
を
見
る
と
、
平
成
25
年
は

基
準
値
を
外
れ
て
い
る
項
目
は
２
つ
で
し
た

が
、
平
成
28
年
に
は
さ
ら
に
増
え
て
い
ま
す
。 

「
基
準
値
か
ら
少
し
外
れ
て
い
る
だ
け
」
と

思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
準
値
か
ら
外
れ
て
い

る
項
目(

危
険
因
子)

が
重
な
る
こ
と
で
、
心
臓

病
発
症
の
危
険
度
が
上
が
り
ま
す
（
図
２
）。 

ここまで症状なし 
症状がでる分岐点 

「
健
診
は
健
康
管
理
の
第
一
歩
」
で
す
。
た
だ
単
に
、
健
診
を
受
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
そ
の
結
果
を
振
り
返
り
、
生
活
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
受
診
を
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
あ
の
時
健
診
を
受
け
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
、
食
事
で
気
を
付
け
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
、
そ
ん
な
後
悔
を
す
る
方
を
一
人
で
も
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

令和 3 年 1 月 22 日発行 

私
た
ち
の
身
体
に
は
、
血
管
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
心
血
管

病
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
動
脈
硬

化
を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

（
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
は
、
新
聞
Ｖ
ｏ

ｌ
21
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）
。
実

は
、
脳
・
心
・
腎
と
い
う
生
命
維
持
に

重
要
な
臓
器
内
は
、
太
い
血
管
か
ら

急
に
細
い
血
管
に
な
る
た
め
、
臓
器

内
の
血
管
に
負
担
が
か
か
り
や
す
い

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
毎

日
が
ん
ば
っ
て
い
る
血
管
は
「
痛
い
」

と
症
状
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
ず
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
す

で
に
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
適
切
な
生

活
習
慣
が
積
み
重
な
る
と
生
活
習

慣
病
と
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
症
状
が
出
な
い
う
ち
に
、
生
活

を
改
善
し
、
血
管
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。 

 

 

０個
１個

２個
３～４個

危険因子の数と心臓病発症の危険度

１倍 5.1 倍 5.９倍 

35.8 倍 危険因子 

●肥満  ●高血圧 

●高血糖 ●高中性脂肪血症 

図 2 


